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22 年度進捗報告（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年  11 ⽉  25 ⽇ 
● 事 業 名 ： がん患者⽀援などの事業  
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈⽇本対がん協会 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

①実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1 - (1) CSR プロジェクト： 
① - PS 育成プログラム  
   -  企業との部活、PS 研修会 
②エピソードバンク開発 
 
 
 
1-(2)  ブリッジ： 
①個⼈⾯談、ワークショップ、動
画コンテンツ 
 
 
 
 
 
②⽀援ツール、アライ部、研究会 
 
 
 
③ ⽀援者の養成 
 
 
 
1-(3)  ⽇本キャリア開発協会： 
①WEB （がん患者が情報を得た
り、⽀援を受けるためのサイト） 
 
②両⽴⽀援を担当するキャリア
カウンセラーの育成 
③「りぼら」を通じた⽀援 
 

1 - (1) CSR プロジェクト： 
① - コアコンピタンシー 
 - 実態、研修プログラム 
②アクセス、PV、エピソ
ード件数 
 
 
1 - (2)  ブリッジ： 
①回数、コンテンツ数 
 
 
 
 
 
 
②⽀援ツール、パンフ、
回数 
 
 
③⽀援者養成の体制整
備、パイロットテストを
実施できる資質 
 
1-（3）⽇本キャリア開発協
会： 
①利⽤者数 
 
②講習回数、受講者数 
 
③イベント参加者数、「り
ぼら」実施数、参加者数"  
 

"1 - (1) CSR プロジェクト： 
①コアコンピタンシー、５社
コミット 
②10 件/⽉ 
 
 
 
1 - (2)  ブリッジ： 
①⾯談 35 - 60 - 100/年、ワー
クショップ 12 回、動画 3.4 本 
 
 
 
 
 
②完成、使⽤実績 2 回、4 回 
 
 
 
③養成カリキュラム・講師・
ツール整備、2 名養成 
 
 
1- (3) ⽇本キャリア開発協
会： 
①完成後モニター 
 
②24 講習/年、400 ⼈/年 
 
③150 ⼈、10 回、60 ⼈"  
 

2023 年度
ま で 各 年
度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①コアコンピタンシー
主項⽬は完了。5 社より
聞き取り完了。 
②閲覧数：12,610 件、 
エピソード件数 46 件
（21 年 2 ⽉~22 年 9 ⽉
末）。 
①⾯談：69 件（20 年度）
→104 件（21 年度）→
83 回(22 年 9 ⽉末)、ワ
ークショップ：4 回（20
年）→3 回（21 年度）
→5 回（22 年 9 ⽉末）、
動画コンテンツ：5 本。 
②企業向けパンフレッ
ト、患者向けリーフレ
ット作成、配布。アライ
部中部/年 4 回、ブリッ
ジ研究会/年 9 回。 
③養成講座は 22 年 11
⽉より第⼀期スタート 

 
①PV：876.5 回/⽉、ペ
ージ訪問者数 2679。 
（22 年 6 ⽉以降サイト
を改修後実績。） 
②15 講習、受講者 182
⼈。 
③説明会 13 名、りぼら
プログラム 3 回、参加
者数：14 名。（22 年 4
⽉―9 ⽉） 

概 ね
２ 

"2 - (1)  CNJ： 
①アンケート調査の回答 
 
 
 
②情報提供ツール（WEB, コン
テンツ） 
 
 
 

2 - (1) キャンサーネットジャパン： 

①回答数 
 
 
 
②各分野の専⾨性、海外情
報、体験談や取材、個⼈情報
管理徹底、男⼥別等の要件 
 
 

2 - (1)  CNJ： 
①100 
 
 
 
②コンテンツの品質⽬標、体
験談や QA 追加による内容の
充実 
 
 

各年度 
 
 

①「がん経験者の性⽣
活への影響の評価とセ
クシュアリティ⽀援ツ
ールの開発」アンケー
ト、結果公開。 
②総数：公開記事数
42（21 年度）、50（22
年度）、公開動画数 10
（21 年度）→12（22
年度）、体験談掲載 7

概ね
２ 
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③WEB 相談実施 
 
 
 
④パンフレット、チラシなど周
知・広報⼿段 
⑤パートナーへ伝える新しい⼿
段（LINE) 
 
⑥関連学会学術集会での発表 
 
 
 
2 - (2) がんのこどもを守る会： 
①広報活動の積極展開 
 
②当会における受け⽫を整備 
 
 
 
 
③WEB 広告、HP を⾒たことで
の問い合わせ 
 
2 - (3)  希少がん： 
 
①希少がんサミット 
 
②希少がん啓発⽉間」、希少がん
キャラバン 
 
 
 
③患者会アンケート 
 
 
 
 
 
④掲⽰板 
 
 
 
⑤関連学会" 
 

 
 
③相談・回答件数 
 
 
 
④部数 
 
⑤イラスト仕様 
 
 
⑥発表 
 
 
 
2 - (2)  "守る会"： 
①コンテンツ 
 
②件数 
 
 
 
 
③件数 

 
 
2 - (3)  ⽇本希少がん患者
会ネットワーク： 
①開催回数、開催場所 
 
②実施回数、実施場所 
 
 
 
 
③患者・家族の状況と課題
の変化の把握 
 
 
 
 
④形態、仕様、参加者の範
囲 
 
 
⑤学会の種類、開催回数 
 

 
 
③5 件/⽉ 
 
 
 
④4万部 
 
⑤伝えやすいイラスト仕様 
 
 
⑥専⾨家や協⼒者と成果の発
表が出来る 
 
 
2 - (2)  "守る会"： 
①ポスターチラシの配布枚
数、WEBCM放映時間 
②FU の問い合わせ件数 2 割
増、健康管理に関する理解度
80% 

 
 

③同上 
 
 
2 - (3)  希少がん： 
 
①3 回/3 年、⾸都圏以外で開
催 
②3 回/３年、地⽅で開催 
 
 
 
 
③⾏政への働きかけに繋がる
実態把握 
 
 
 
 
④課題抽出・レポート、政策
提⾔へ 
 
 
⑤多様な学会で発信 
 

（21 年度）→8（22 年
度）。 
③総数：登録 44（21 年
度）→50 件（22 年度）、
相談 5（21 年度）→11
件（22 年度）。 
④⼩冊⼦ 1,500 部増刷 
啓発動画 7,821 再⽣。 
⑤パートナーへ伝える
団体キャラクターの
line スタンプ制作。 
⑥第 59 回⽇本癌治療
学会学術集会にて⼝
演、優秀演題に選出 
（21 年度達成済み）。 
 
①チラシ 5,000 部、ポ
スター200 部作製 
②問い合わせ件数：20
年度：154 件、2021
年度 166 件、理解度：
アンケート実施に⾄ら
ず。 
③件数：21 年度 2 件 
HP 訪問数 75,199。
（12 カ⽉間/21 年度下
期より） 
 
①開催２回（21 年、
22 年）。 
②22 年度もキャラバ
ンは新型コロナウイル
スの状況により⾒送
り、「希少がん啓発⽉
間 2022」を開催。 
③国⽴がん研究センタ
ー、全国がん患者団体
連合会と協働のアンケ
ート、中間解析終了。
要点を記したパンフレ
ットを製作中。 
④244 名参加、オンラ
イン交流会実施 4 回
（20 年 12 ⽉から 22
年 9 ⽉末まで）。 
⑤希少がん患者のアン
メットニーズ調査の内
容を 23 年 2 ⽉の⽇本
臨床腫瘍学会で発表予
定、23 年 9 ⽉の⽇本
癌学会または 11 ⽉の
⽇本癌治療学会で希少
がんプログラムを依頼
予定。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

３、合同会、意⾒交換会（様々な
掛け合わせ）等で事業テーマを
活性化させ周知を集める（場を
作り提供） 

・打ち合わせや意⾒交
換などコミュニケー
ションの量と質 
・実⾏団体にとっての
take out 
・重要なステークホー
ルダーの巻き込み" 

N/A  
  
  

各年度 9 ⽉に事後評価報告に向けて、外
部の評価コンサルタントを⼊れた
合同意⾒交換会を 10 ⽉初旬にセ
ットし、個別意⾒交換会も実施。
各団体ごとに計 6 回。 
実⾏団体とがんの専⾨家、有識者
からなる選定委員、⼩会患者⽀援
チームを交えた、合同出⼝戦略説
明会を年度末に予定している。 

２ 

４発信：周知、啓発、共有、共感
し、世の中のがん患者・サバイバ
ーに寄り添い、本⼈やステーク
ホルダーの⾏動を促す（実⾏団
体が起こす⼩さな波を⼤きな波
に）  

・発信の量と質 
・PV 

協会 HP 、「協会
報」、実⾏団体 HP
など  
  
  

各年度 6 事業の意義、活動価値発信を強
化。実⾏団体の告知ニーズ（イベ
ント、アンケート）に協会のネッ
ト ワ ー ク を 活⽤。協会 SNS
（Twitter フォロワー4,241 ⼈、
Facebookフォロワー13,679 ⼈）、
がんサバイバー・クラブ HP、メー
ルマガジン（登録者 3,665 ⼈）、患
者・家族の SNSサバネット（登録
者 2,375 ⼈）、休眠特設ＨＰにて広
報。・機関紙（発⾏約 1万部）にて、
実⾏団体の取り組み紹介記事を掲
載（22 年 7 ⽉号にてキャンサーネ
ットジャパンの啓発動画紹介記
事）。 

２ 

５．出⼝戦略（協働）の可能性を
実⾏団体と個別協議・共有し、準
備する   
   
    

・⾒える化されている 
・具体性 
・重要なステークホー
ルダーが⼊っている
  
  
  
   

N/A  
  
  

各年度 実効団体の出⼝戦略を⾒据えた広
報活動として、各団体の取り組み
を取り上げたショート動画を作成
中。12 ⽉以降に事業終了後も積極
的に発信していく予定。 
⼩会がんサバイバー・クラブと
JCDAの事業「りぼら」で共同イベ
ントを開催予定。（過去 4 回開催） 
・6 団体へ事後評価の個別ヒヤリ
ング。 
・各事業の持続可能性を担保する
ため JANPIAのファンドレイジン
グ研修やボランティアマッチング
プログラムに共同で参加した。 

２ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 

3.⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
事後評価報告のために 10 ⽉に合同意⾒交換会、個別意⾒交換会を実施(延べ 8 回)。事後評価計画の個別相談経も対応した。活動の価値発
信や広報協⼒として、⼩会の機関紙「対がん協会報」（1 万部：医療、患者、企業、⾏政などに発信）で、団体の取り組み紹介。また、実⾏
団体の告知ニーズ（イベント、アンケート調査、○○募集など）に協会の持つネットワーク（がんサバイバー・クラブ HP、メルマガ、患
者家族の SNS サバネット、協会 HP、FB、Twitter、休眠特設 HP の開設・情報発信、関係者への⼀⻫メールなど）を活⽤。⽇本商⼯会議所
ホームページで CSR プロジェクトのイベントを告知。新聞社へ取材依頼・記事掲載。そのほか実⾏団体のボランティア・プロボノのマッ
チング、ファンドレイジング実装⽀援プログラムなどに協⼒をした。実⾏団体、関係者への活動情報の共有、実⾏団体のイベントへの参加
などきめ細かい伴⾛⽀援を実施。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
ＩＴの導⼊により、地域を問わずより多くの参加者、ステークホルダーとつながることができた。アプリの開発、対⾯施策に替えてがん患
者交流や声を吸い上げる継続的な仕組みも出来上がった。Zoomなどのアプリケーション機能を⼗分に⽣かし、がん体験者に匿名性を担保
したままセミナーに登壇してもらうことや、対⾯と近い形での業務実施など、密度の濃い交流や情報発信の助けになった。⼩会でも Zoom
活⽤で遠隔地の実⾏団体とも円滑なコミュニケーションをはかることができ、交通費の抑制にもなった。最終年度もオンライン、ハイブリ
ットでのイベント開催、コミュニケーションを実施し遠隔地でも集客を図ることが可能となった。オンラインの申し込みツールもさらに利
便性の⾼いものへ切り替えるなど、効率化にもなっている。 

 
③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：2022 年度の⼩会活動案内パンフレット、活動報告パンフレット、機

関紙「対がん協会報」記事へ掲載予定。 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 特設ＨＰへ団体活動の特集記事を掲載、ニュース欄にて実⾏団体のアンケート募集、イベント告知。協会 Facebook、Twitter にての告知
協⼒。がんサバイバー・クラブ HP、メールマガジン、患者・家族の SNS がんサバイバーネットにて情報発信。 

2.広報制作物等 
 対がん協会報 7 ⽉号キャンサーネットジャパンの啓発アニメ動画記事の掲載、協会活動案内（パンフレット） 

3.報告書等 
 協会活動報告（⼩冊⼦） 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

      
⽇本対がん協会活動案内 2022-2023                         対がん協会報 7⽉号 休眠預⾦活⽤事業記事掲載号  

  

 
休眠活⽤事業活動広報動画 協会患者⽀援チームと実⾏団体打ち合わせ（2022 年 9⽉） 

   

 
 休眠活⽤事業活動広報動画撮影⾵景（2022 年 9⽉） 
 


